
様式３

92.0%

特色ある地域資源を観光に生かし，その価値を高めていくために，事業実施に当
たっては，今後さらに，近隣市町との連携体制や市民団体等への支援体制を充実さ
せていくこと。併せて，本市の知名度向上のために，各種広報媒体の活用や首都圏
イベント等への参画体制を構築し，積極的な観光宣伝事業を展開していくこと。
また，大谷石産業の振興及び観光拠点である大谷地域の活性化，さらには安全対策
等の地域振興を進めていくためには，地域と一体となった環境づくりが重要であ
り，栃木県等の関係機関との連携強化を図りつつ，取組みを進めること。

おもてなしの向上
「来てよかった」，「また訪れたい」と
感じている来訪者の割合（％）

48 48 50 96.0%

観光資源の活用促進

市民や事業者の観光資源に対する認識や，来訪者への接遇意識が不足していること
から，引き続き，「宮のもの知り検定」の実施，「観光ボランティアガイド」の育
成，「おもてなし推進委員会」による「おもてなしモニター調査」の実施等によ
り，市民や事業者の意識改革という観点から，観光環境の整備に取り組むこと。
今後さらに「おもてなし日本一」を目指す都市にふさわしい観光環境を形成するた
めには，顧客満足に関する民間のノウハウが不可欠であることから，官民協働で実
施する「おもてなし推進委員会」事業の拡充に努めていくこと。

「魅力ある観光と交流を創出する」ため，市民におもてなしの心を定着させていくための「おも
てなしの向上」や，特色ある地域資源を観光に生かすための「観光資源の活用促進」に重点的に
取り組みます。

本市の観光資源の価値がさらに高まり，市民自らも誇りを持つことで，多くの人に宇都宮に訪れ
てもらえるような，魅力ある観光と交流が創出されています。

Ｈ19：基準

②　施　策　の　達　成　状　況

満足度

④市民の意識

来訪者の満足感や再来意欲は高く，来訪者数も年々増加しているが，指標の進捗状況は１．７ポイント減少し，目標の３４％を達成するためには厳しい状況である。各施策の状況については，概ね目標達成しているものの，市民意識
の重要度が低い現状である。市民がおもてなし意識を持って来訪者に接遇できるよう，おもてなし力の向上に努めるとともに，より魅力的な観光環境を形成するため，新たな観光資源の発掘やイベントのリニューアル化を推進すると
ともに，県や近隣市町，民間企業との連携を強化するなど，広域観光の推進体制をいっそう整備していく必要がある。

③　施　策　の　二　次　評　価

Ｈ23

観光交流課

来訪者に，自信を持って案内できる場所が市内にあると感じている市民の割合 ④目　標 政策の指標

主管課

 ⑥政策指標
　の進捗状
況

Ｈ21

 ②政策名

参加型，体験型などへの観光スタイルの変化に伴い，地域住民との交流への来訪者ニーズが高まる中，市民がおもてなし意欲
を持って来訪者に接することは，本市の印象度を高める上で有効な手段であり，市民のおもてなし力を向上させるための取組
みが重要となっている。
市民自らが地域資源に愛着と誇りを持って，より魅力的な観光環境を形成していくため，新たな観光資源の発掘やイベントの
充実など，市民主体で展開される観光振興活動を支援する取組みが重要となっている。

2 15,00013,807年間入込客数（千人） 13,209

1

№ ①　施　策　名
施 策 の 指 標 Ｈ24：目標

18.5%

進捗状況 重要度

進捗状況

34.0% 54.4%

Ｈ20

１．政策の位置づけと目標

 ○現状と
　課題の分
析

Ｈ24：目標Ｈ22

３．政策を構成する施策一覧

魅力ある観光と交流を創出する

Ｈ19：基準 Ｈ20

20.2%

政　策　カ　ル　テ

２．政策の評価

 ⑤政策を
　取巻く環
境

 ①政策の柱 市民の豊かな暮らしを支える活気と活力のある社会を築くために
 ③取組の
 　基本方向

25.2% 54.4%

32.7% 52.4%
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